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１ 平成２５年度重点目標の取組状況及び評価について

重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価
運営方針１ １ 平成２６年度入学試験実施状況と合格者数 ・現時点で推薦、一般
「活気あふれる学園づ （１）推薦入試と一般入試 入試の合格者は５９名。【自己評価】
くり」 実施日 受験者数 合格者数 二次募集により目標の

推薦入試 １０／３０ ４９名（３名） ４６名（３名） 定員６０名の達成は確 １ 目標を完全に達成
【数値目標】 一般入試 １２／３ １７名（０名） １３名（０名） 実。
基礎学力を持った入 計 ６６名（３名） ５９名（３名） ・合格者５９名中、県 ２ 目標をほぼ達成

学生の確保：６０名 （ ）内は女子 内高校生が４８名、県 （８０％以上）
（２）過去５年間の受験者数と入学者数 内一般６名で５４名で ３ 目標を未達成

９２％を占める。 （５０～８０％）
年度 H21 H22 H23 H24 H25 ・玖珠農業高校から１ ４ 目標を著しく未達成

受験者数 ３９名 ５３名 ５０名 ５８名 ４９名 １名を含む県内農業系
入学者数 ３５名 ４９名 ４６名 ５３名 ４１名 高校２９名を確保でき （５０％以下）

た。
（３）二次募集を実施

募集期間 平成２６年２月２１日（金）～３月１７日（月） 【委員評価】
試 験 日 平成２６年３月２０日（木）

１ 目標を完全に達成
２ 高校の進路指導への要請活動強化
（１）県内全高校の訪問を実施 ２ 目標をほぼ達成

第１回目（公立４８校・私立１４校・通信制４校 計６６校） （８０％以上）
県内高校３年生全員に農大紹介チラシ配布 ３ 目標を未達成

第２回目（６３校） （５０～８０％）
第３回目（６３校） ４ 目標を著しく未達成

（２）高校や地区の進路ガイダンスへ１２校３地区実施 （５０％以下）
（３）出前農大「先輩や教授が農大を語る会」を８校１０回実施
（４）オープンキャンパスへの参加者の拡大

第１回目（6/22) ３４名（昨年３０名）
第２回目（7/25）３６名（昨年１３名） 計７０名（昨年４３名）
保護者：第１回１９名、第２回１９名 計３８名

（５）県外高校への情報発信
在学生 １年生１０名、２年生３名の出身校に案内発送

３ 効果的な情報発信
（１）ホームページの１２回更新（２／２４現在）
（２）新聞掲載記事１５回
（３）県下ＣＡＴＶへの取材（豊後大野市４回、大分市１回）
（４）ＴＯＳ放送１回(ほっとはーと大分)11/2放映
（５）農大出前販売５回実施（昨年実績３回）

大分市わくわく館４回、7/23、9/27、11/29、1/28
水土里ネットワーク（トキワわさだタウン）１回 11/17
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重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価
運営方針２ １ プロジェクト研究の高度化 ※数値目標はヤンマー
「質の高い教育の提供」（１）農林水産研究指導センター・振興局との連携プロジェクトの充実強化 学生懸賞論文２課題入 【自己評価】

・農研センターとの連携課題（１３課題） 選という全国レベルで
【数値目標】 ・振興局との連携（１８課題） の成果が上がった。 １ 目標を完全に達成
全国大会出場１名１ ・プロジェクト研究の

課題達成 （２）三重総合高校との高大連携プロジェクトの実施 内容充実に向けた取組 ２ 目標をほぼ達成
高大連携カリキュラムに沿って実施 は、農研センターや振 （８０％以上）
総合実習（実績／計画）：１年生１１／１５回、２年生６／６回 興局と連携した課題の ３ 目標を未達成
地域と農業２年生出張講義全５／５回、地域と農業生産３年生９／９回 取組が着実に実施でき （５０～８０％）

三重総合高校からの進学予定者４名 てきた。 ４ 目標を著しく未達成
・三重総合との高大連 （５０％以下）

（３）大分大学との連携プロジェクト 携も定着し、４名の進
総合経営特別講座の「農村社会学」で共同授業・研究。連名でヤンマー懸 学予定者で徐々に浸透
賞論文に６課題応募 うち２課題入選 してきた。
特別優秀賞：減農薬栽培で花き生産の常識を変える！ ・農業法人就農等に対 【委員評価】

～華道家をターゲットとした新規就農プラン～ 応した学生のレベルア
優秀賞 ：日田なしで「まちがいなし！」 ップについては、新カ １ 目標を完全に達成

～日田市名産の梨を使った若者流出を防ぐ農業プランの提案～ リキュラムの教養講座
（数学基礎、農業数学） ２ 目標をほぼ達成

２ 農業法人等の期待に応えられる学生の育成 や総合経営特別講座、 （８０％以上）
（１）教養講座Ⅰ（農業数学）教養講座Ⅱ（基礎数学）の充実 ＪＧＡＰ取得対応等を ３ 目標を未達成

教養Ⅰ：２年生１６名、１年生１４名 教養Ⅱ：１年生２０名 着実に実施し、一定の （５０～８０％）
教養Ⅱは基礎数学の専門講師を配置 成果があった。 ４ 目標を著しく未達成

（５０％以下）
（２）総合経営特別講座の実施

２年生６名受講
特別科目：企業経営論、アグリビジネス論、消費者ニースとマーケッティ
ング、農業簿記、農業経営分析、農村社会学、研修（先進農家、市場流通）

（３）ＪＧＡＰ認証取得に向けた農場管理の実践（３カ年計画・２年目）
・指導員２名の養成（10/18：職員２名、学生４名受講済み、昨年度２名）
・野菜コース学生による農場管理チェックシート作成（９月）。
・Ｊ－ＧＡＰ取得のための施設設備計画策定
・先進取り組み校視察（8/22：三重総合久住校）

（４）日本農業技術検定の合格者の向上（目標：２級１０名以上）
・第１回（7/20） 第２回（12/14）
・結果 受験者数（延べ） ３級３２名 ２級６０名 １級 ７名

合格者数（延べ） ３級２３名 ２級 ５名 １級 ０名
２級以上５名
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重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価
運営方針３ １ 進路状況 ・全学生・研修生の進 【自己評価】
「新規就農者の確保」 （１）進路内定状況（H26年 2月 21日現在） 路決定８４％、就農率

７３％。
【数値目標】 対象 進路 内定 農業 農業 農業 就農 就農 農業 関連 一般 公務 進学 【農学部学生】 １ 目標を完全に達成
全学生・研修生の進 者 内定 率 自営 法人 研修 者数 率 団体 企業 企業 員等 ・未内定者１１名のう

路決定、就農率８０％ (人) 者数 (％) (人) (人) (人) (人) (％) (人) (人) (人) (人) (人) ち、４名は学校紹介就 ２ 目標をほぼ達成
以上の確保

学生 ４６ ３５ 76.1 ３ ２７ ０ ３０ 65.2 ２ １ １ ０ １
職を希望しない。残る （８０％以上）
７名は法人等への就職 ３ 目標を未達成

研修
２７ ２６ 96.3 １８ １ ４ ２３ 85.2 ０ ０ ０ ０ ０

活動進行中である。全 （５０～８０％）
生 員の進路決定に向けて ４ 目標を著しく未達成

計 ７３ ６１ 83.6 ２１ ２８ ４ ５３ 72.6 ２ １ １ ０ １
支援を継続していく。

・現時点で就農率６５．
（２）農学部過去５年間の就農率（％） ２％で昨年を下回るが、

今後法人就職決定の見
年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 込みがあるので、７０
就 農 率 50.0 70.0 70.2 83.0 65.2 ％以上は確保できる見 【委員評価】
就農人数 １７ ２８ ３３ ３４ ３０ 通しである。

【研修生】 １ 目標を完全に達成
２ 農学部２年生への密着指導及び進路先の確保 ・研修生は対象者のう
（１）農業法人との就職相談会を開催（7/5) ち１名が未内定で進路 ２ 目標をほぼ達成

・参加法人数：２３法人（Ｈ２４：２３法人）、不参加で採用予定有１４法人 決定は９６．３％であ （８０％以上）
・自営、進学希望を除く学生３２人＋研修生９人＝４１人参加 るが、達成する見通し。 ３ 目標を未達成

（２）農業法人への研修・面談 就農率は８５．２％で （５０～８０％）
・学生が夏休みを利用して３５法人へ訪問：延べ１０８名、平均３．１法人 目標は達成した。 ４ 目標を著しく未達成

（３）農業法人との情報交換、求人情報取得（指導職員による訪問） （５０％以下）
【過去３年間】訪問農業法人数：２９／４０（訪問率７２．５％）

定着卒業生数 ：４７／６５（定着率７２．３％）

３ 研修生の就農確保
（１）振興局との連携会（年４回）の開催

・第１回(6/20)・第２回(7/11)・第３回(9/30)・第４回(11/25)
（２）農業法人との就職相談会の開催・視察研修

・出席者１６名（戸別面談参加者９名）相談会後法人訪問５名
・視察研修：6/28 ナス（佐伯市）、8/21 ピーマン・にら（臼杵市）、9/3 トマ

ト（竹田市）、10/24流通研修（大分市）、10/30ネギ（宇佐市）
1/8イチゴ（杵築市）

４ 通信講座による就農への関心度向上
（１）中級者コースの新設と受講生の確保（２０名）

・受講者２０名（定員：２０名）、入門コース２３名
（２）就農相談会参加者の確保

・入門コース ：就農相談会参加者 ５名（うち４名は就農予定）
・中級者コース： 〃 ３名（うち３名は 〃 ）
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